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一

　
峰



は
木

の
葉

の
虹



で
あ
る
、
谷



は
錦





の
淵



で
あ
る
。
…
…
信
濃





の
秋



の
山
深






く
、
霜



に
冴

え
た
夕
月






の
色



を
、

ま
あ
、
何



と
言

は
う
。
…
…
流





は
銀
鱗






の
龍



で
あ
る
。

　
鮮

紅








と
、
朱

鷺

と
、
桃
色






と
、
薄
紅
梅








と
、
丹

と
、
朱



と
、
く
す
ん
だ
樺



と
、
冴

え
た
黄

と
、
颯



と
點
滴





る
濃

い
紅



と
、
紫




の

霧


を
山
氣





に
漉

し
て
、
玲
瓏






と
し
て
映



る
、
窓
々






は
恰





も
名

に
し
負

ふ
田
毎





の
月



の
や
う

な
汽
車





の
中



か
ら
、
は
じ
め
遠
山






の
雲



の
薄
衣






の
裾



に
、
ち
ら
〳
〵
と
白



く
、
衝

と
冷





く
光



つ
て
走



り
出

し
た
、

其

の
水



の
色



を
遙





に
望



ん
だ
時



は
、
錦





の
衾





を
分

け
た
仙
宮






の
雪



の
兎





と
見

た
。

　
尾
花





も
白



い
。
尾
上





に
遙





に
、
崖



に
靡



い
て
、
堤

防

に
殘



り
、
稻
束






を
縫

つ
て
、
莖



も
葉

も
亂



れ
亂



れ
て
其



は
蕎

麥

よ
り
も
赤



い
の
に
、
穗

は
夢



の
や
う
に
白



い
幻




に

し
て
然



も
、
日

の
名
殘





か
、
月
影






か
、
晃
々






と
艶



を

放


つ
て
、
山



の
袖



に
、
懷




に

、
錦





に
面
影






を
留

め
た
風
情





は
、
山
嶽






の
色
香





に
思





を
碎



い
て
、
戀



の
棧
橋






を
落

ち
た
蒼
空






の
雲



の
餘
波





の
や
う
で
あ
る
。

　
空



澄

ん
で
風



の
な
い
日

で
、
尾
花





は
靜



と
し
て
動



か
な
か
つ
た
の
に
。
…
…

　
胡
粉





に
分



れ
た
水



の
影



は
、
朱



を
研

ぐ
藥
研





に
水
銀






の
轉



ぶ
が
如



く
、
衝

と
流



れ
て
、
す
ら
〳
〵
と
絲



を
曳

く
の
で
あ
つ
た
。

　
汽
車





の
進



む
に
連

れ
て
、
水



の
畝



る
の
が
知

れ
た
。
…
…
濃

き
薄



き
、
も
み
ぢ
の
中



を
、
霧



の
隙



を
、
次
第





3



に
月



の
光





が
添

つ
て
、
雲



に
吸

は
る
ゝ
が
如



く
、
眞
蒼






な
空



の
下



に
常
磐
木









の
碧



き
が
あ
れ
ば
、
其

處

に
、
す

つ
と
浮
立





つ
て
、
音



も
な
く
玉



散


す
。

　
窓



も
や
ゝ
黄
昏





れ
て
、
村
里






の
柿



の
實

も
輕



く
ぱ
ら
〳
〵
と
紅




の

林




に
紛



れ
て
、
さ
ま
／
″
＼
の
も
の
の
緑





も
黄
色





に
、
藁
屋
根









の
樺



な
る
も
赤



い
草



に
影



が
沈



む
、
底



澄

む
霧



に
艶



を
増

し
て
、
露



も
こ
ぼ
さ
す
、
霜



も

置

か
ず
、
紅



も
笹
色






の
粧




を

凝


し
て
、
月

光







に
溶

け
て
二
葉





三

葉

、
た
ゞ
紅



の
點
滴





る
如



く
、
峯



を
落

ち
つ

つ
、
淵



に
も
沈



ま
ず
飜




る

。

　
散

る
、
風



な
く
し
て
散

る
其



も
み
ぢ
葉

の
影



の
消

ゆ
る
の
は
、
棚
田





、
山
田





、
小

田

の
彼

方

此

方

、
砧





の
布



の
な
ご
り
を
惜



ん
で
徜
※





ふ
状



に
、
疊



ま
れ
も
せ
ず
、
靡



き
も
果

て
な
い
で
、
力





な
げ
に
、
す
ら
〳
〵
と
末
廣






が
り
に
細



く
彳





む
夕





の
煙





の
中



で
あ
る
。
…
…
煙





の
遠



い
の
は
人



か
と
見

ゆ
る
、
山



の
魂




か

と
見

ゆ
る
、
峰



の

妾





か
と
見

ゆ
る
、
狩

り
暮

ら
し
夕
霧






に
薄



く
成

り
行

く
、
里



の
美
女






の
影



か
と
も
視



め
ら
る
ゝ
。

　
水



あ
る
上



に
は
、
横



に
渡



つ
て
橋



と
な
り
、
崖



な
す
隈



に
は
、
草



を
潛



つ
て
路



と
な
り
、
家



あ
る
軒



に
は
、

斜


め
に
繞



つ
て
暮
行





く
秋



の
思





と
成

る
。

　
煙





は
靜





に
、
燃

ゆ
る
火

の
火
先





も
宿



さ
ぬ
。
が
、
南
天






の
實

の
溢



れ
た
や
う
に
、
ち
ら
〳
〵
と
其

の
底



に
映



る
の
は
、
雲



の
茜





が
、
峰
裏






に
夕
日





の
影



を
投

げ
た
の
で
あ
る
。

　
此

の
紅

玉







に
入
亂






れ
て
、
小
草





に
散

つ
た
眞
珠






の
數



は
、
次
等
々
々











照
増






る
、
月



の
田
毎





の
影



で
あ
つ
た
。

　
や
が
て
、
月



の
世
界





と
成

れ
ば
、
野

に
、
畑



に
、
山

懷








に
、
峰



の
裾



に
、
遙





に
炭



を
燒

く
、
そ
れ
は
雲



に

紛


ふ
、
は
た
遠



く
筑
摩
川







を
挾




ん

だ
、
兩

岸







に
、
す
ら
〳
〵
と
立
昇






る
そ
れ
等

の
煙





は
、
滿
山






の
冷





き
虹



の
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錦

の

裏


に
、
擬

つ
て
霜



の
階




と

成

ら
う
。
凍

て
て
水

晶







の
圓



き
柱





と
成

ら
う
。
…
…

　
錦
葉






の
蓑



を
着

て
、
其

の
階




、

其

の
柱





を
攀

ぢ
て
、
山
々






、
谷

々







の
、
姫



は
、
上

※







は
、
美





し
き
鳥



と

成

つ
て
、
月
宮
殿








に
遊



ぶ
で
あ
ら
う
。

　
木

の
葉

は
夜



の
虹



で
あ
る
、
月



の
錦





の
淵



で
あ
る
。

　
此

の
峰



、
此

の
谷



、
恁



る
思





。
紅




の

梢




を
行

く
汽
車





さ
へ
、
轟





き
さ
へ
、
音



な
き
煙





の
、
雪



な
す
瀧



を
さ
か

の
ぼ
つ
て
、
輕



い
群

青







の
雲



に
響



く
、
幽





な
る
、
微
妙





な
る
音
樂






で
あ
つ
た
。

　
驛
員






が
黒



く
流



れ
て
、

「
姨
捨






！
姨
捨









！
」
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
二

「
失
禮






、
此

處

は
一
體






何

處

な
ん
で
す
か
。
」

「
姨
捨






で
す
。
」

　
五
分
間






停
車






と
聞

い
て
、
昇
降
口









を
、
峠





の
棧
橋






の
や
う
な
、
雲



に
近



い
、
夕
月






の
し
ら
／
″
＼
と
あ
る

プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
へ
下

り
た
一
人
旅







の
旅

客







が
、
恍
惚






と
し
た
顏



を
し
て
訪



ね
た
時



、
立
會






せ
た
驛
員






は
、

…
…
恁

う
答



へ
た
。
が
、
大
方






睡




か
ら
覺

め
た
も
の
が
、
覺
束






な
さ
に
宿





の
名

に
念



を
入

れ
た
も
の
と
思



つ
た

ら
う
。
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「
姨
捨






で
す
。
」

「
成
程






。
」

　
と
胸



に
氣

を
入

れ
た
や
う
に
頷





い
て
云

つ
た
が
、
汽
車





に
搖

ら
れ
て
來

た
聊





か
の
疲
勞





も
交



つ
て
、
山



の
美





し
さ
に
魅

せ
ら
れ
て
身

の
萎
々






と
成

つ
た
、
歎
息






の
や
う
に
も
聞



え
た
。

　
實
際






、
彼



は
驛
員






の
呼

び
聲



に
、
疾

く
此

の
停
車
場








の
名

は
聞

い
て
心
得






た
の
で
。
空



も
山



も
、
餘



り
の
色



彩


に
、
我



は
果



し
て
何
處





に
あ
り
や
、
と
自





ら
疑





つ
て
尋



ね
た
の
で
あ
つ
た
。

「
何



と
も
申



し
や
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
實



に
い
ゝ
景
色





の
處





で
す
な
。
」

　
出
入





り
の
旅

客







も
僅





に
二
三
。
で
、
車
室






か
ら
降

り
た
の
は
自
分





一
人





だ
つ
た
彼



に
、
海
拔






二
千
尺





の
峰



に
於

け
る
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
は
、
恰





も
雲



の
上



に
拵





へ
た
白



き
瑪
瑙





の
棧
敷





で
あ
る
が
如



く
思



は
れ
た
か
ら
、

驛
員






に
對



す
る
挨
拶






も
、
客





が
歡

迎







す
る
主
人






に
對



し
て
、
感
謝






の
意

を
表



す
る
が
如



き
も
の
で
あ
つ
た
。

　
心





は
通



ず
る
、
驛
員






も
、
然

も
滿
足






し
た
ら
し
い
微
笑





を
浮



べ
て
、

「
お
氣

に
入

り
ま
し
て
結
構






で
す
、
も
み
ぢ
を
御
見
物







で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
」

　
と
半



ば
得
意





の
髯



を
揉

む
。

「
否



、
見
物






と
申



す
と
、
大
分





贅
澤






な
や
う
で
。
」

　
と
、
彼



は
何

故

か
懷
中






の
見

え
る
、
餘



り
工
面





の
よ
く
な
い
謙
遜






の
仕
方





で
、

「
氣
紛





れ
に
御
厄
介







を
掛

け
ま
す
の
で
す
。
し
か
し
、
觀

光








の
客





が
一
向






に
少





い
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
な
、

此


だ
け
の
處





を
。
」
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「
は
あ
…
…
」
と
一
寸






時
計





を
見

な
が
ら
、

「
雜



と
十
日





ば
か
り
後



れ
て
居

ま
す
で
す
。
最

う
雪



で
す
か
ら
な
。
風



に
よ
つ
て
は
今
夜





に
も
眞
白






に
成

り
ま

す
も
の
な
。
…
…
尤





も
出
盛





り
の
旬





だ
と
云

つ
て
も
、
月



の
頃



ほ
ど
に
は
來

な
い
の
で
し
て
な
。
」

「
あ
ゝ
、
其

の
姨
捨
山








と
云

ふ
の
は
孰

れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

「
裏



の
此

の
山



一
體






を
然

う
云

ふ
ん
だ
さ
う
で
す
。
」

　
と
來
合





せ
て
立
停






つ
た
、
色



の
白



い
少
年






の
驛
夫





が
引
取





る
。

　
手

屆


く
其

の
山

懷








に
、
蔽



ひ
か
さ
な
る
錦
葉





の
蔭



に
、
葉

の
眞
赤





な
龍
膽






が
、
ふ
さ
〳
〵
と
二
三
輪



、
霜



に
紫




を

凝


し
て
咲

く
。
…
…

　
途



す
が
ら
も
、
此

の
神
祕





な
幽
玄






な
花



は
、
尾
花





の
根

、
林





の
中



、
山



の
裂

け
た
巖
角






に
、
輕



く
藍



に
成

つ

た
り
、
重



く
青



く
成

つ
た
り
、
故



と
淺
黄





だ
つ
た
り
、
色



が
動



き
つ
つ
あ
る
風
情





に
、
人



に
其

の
生
命






あ
る
こ

と
を
知

ら
せ
顏



に
裝





つ
た
。
そ
し
て
、
下
界





に
降

り
て
、
峰



を
、
原



を
、
紫




の

星


が
微
行





し
て
幽





に
散
歩





す
る

俤


が

あ
つ
た
の
で
あ
る
。

「
月
見
堂







と
云

ひ
ま
す
の
は
。
」

「
彼
處





が
其



で
す
。
」
と
、
少
年






の
驛
夫





が
指





す
。

　
其

の
錦





の
淵



に
、
霧



を
被

け
て
尾
花





が
縁



と
る
、
緋

の
毛
氈






を
敷

い
た
築
島






の
や
う
な
山



の
端

に
、
も
の
珍





し
く
一
叢






の
緑





の
樹
立





。
眞
黄
色







な
公

孫

樹

が
一
本






。
篝
火






焚

く
か
、
と
根

が
燃

え
て
、
眞
紅





の
梢





が
、
ち
ら

〳
〵
と
夕





の
茜





を
ほ
と
ば
し
ら
す
。
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道
々






は
、
峰



に
も
、
溪



に
も
、
然

う
し
た
處





に
野
社






の
鳥
居





が
見

え
た
。

　
こ
ゝ
に
は
、
銀



の
月



一
輪






。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

「
空



の
色



が
潭



の
や
う
で
す
、
何



と
云

つ
た
ら
可

い
で
せ
う
。
…
…
碧



と
も
淺
黄





と
も
薄



い
納
戸





と
も
、
…
…
」

　
月



が
山
々






に
曳

い
た
其

の
薄
衣






を
仰



ぐ
時



、
雲



の
棧
橋






に
立

つ
思



ひ
が
し
た
。

　
再





び
見

た
時
計





を
納



め
て
、

「
あ
れ
へ
御
一
泊







は
如
何





で
す
。
」

　
目

の
下



の
崖



の
樹

の
間

に
、
山
鳥






が
吐

い
た
蜃
氣
樓







の
如



き
白
壁
造









、
屋

根

の
石



さ
へ
群

青







の
岩



の
斷

片


を
葉

に
散

ら
す
。

　
唯

見

る
と
、
驛
員






は
莞
爾






と
し
て
、
機
關
車








の
方



へ
、
悠
然






と
し
て
霧



を
渡



つ
た
。

「
や
、
出

ま
す
な
。
」

　
衝

と
列
車






に
入



つ
た
時



、
驛
夫





の
少
年






は
車





の
尾

へ
駈

け
て
通



る
。

　
笛



は
谺





す
、
一
鳥






聲


あ
り
、
汽
車





は
す
る
〳
〵
と
艶



や
か
に
動



き
出

す
。

　
窓



で
、
彼



が
帽



を
脱

ぐ
の
に
、
驛
員






は
擧
手






し
て
一
揖






し
た
。

　
霧



が
掠



れ
て
、
ひ
た
〳
〵
と
絡



ひ
つ
く
、
霜



か
と
思



ふ
冷





さ
に
、
戸

を
引

い
た
が
、
彼



は
其

の
硝
子





に
面





を
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ひ
た
と
着

け
た
ま
ゝ
、
身
動





き
も
し
な
い
で
尚

ほ
見

惚

れ
た
。

　
筑
摩
川







は
、
あ
と
に
成

り
行

く
月
見
堂







の
山



の
端

の
蔭



か
ら
、
月



が
投

げ
た
る
網



か
と
見

え
る
…
…
汽
車





の

動


く
に
連

れ
て
、
山



の
峽



、
峰



の
谷

戸

が
、
田

を
か
さ
ね
、
畝



を
か
さ
ね
て
、
小
櫻






、
緋
縅






、
萌
黄
匂








、
櫨






匂

を
、
青
地





、
赤
地





、
蜀

紅







な
ん
ど
錦
襴






の
直
垂






の
上



へ
、
草
摺






曳

い
て
、
さ
つ
く
〳
〵
と
鎧



ふ
が
如



く

繰
擴






が
つ
て
、
人



の
俤




立

昇





る
、
遠
近






の
夕

煙







は
、
紫




籠

め
て
裾
濃





に
靡



く
。

　
水



は
金
銀






の
縫
目





で
あ
る
。
川
中
島








さ
へ
遙





に
思



ふ
。

「
長
野





で
辨
當






を
買

つ
た
時



に
情





な
か
つ
た
。
蓮



に
人
參






に
臭



い
牛
肉






、
肴





と
云

ふ
の
が
生
燒






の
鹽
引






の
鮭



は

弱


る
。
…
…
稗
澤
山








も
そ
〳
〵
の
、
ぽ
ん
ぽ
ち
飯



、
あ
ゝ
〳
〵
旅
行






は
し
な
け
れ
ば
可

か
つ
た
と
思



つ
た
。

　
い
や
、
贅
澤






は
云

ふ
ま
い
、
此

の
景
色





に
對



し
て
は
恐

多







い
ぞ
。
」

「
伺





ひ
ま
す
。
」

　
一
停
車
場










で
、
彼



の
隣





に
居

た
、
黒
地





の
質
素





な
洋
服






を
着

て
、
半
外
套









を
被



つ
て
、
鳥
打






を
被



つ
た
山



林
局







の
官
吏






と
も
思



ふ
、
痩

せ
た
陰
氣





な
男





が
、
薄
暗






い
窓



か
ら
顏



を
出

し
て
、
通





が
か
り
の
驛
員






を
呼

ん

で
聞

い
た
。

「
伊

那

へ
は
、
此

の
驛



か
ら
何
里





で
す
な
。
」

「
六
里
半





、
峠
越






し
で
、
七
里

で
せ
う
。
」

「
し
ま
す
と
、
次



の
驛



か
ら
だ
と
如
何





な
も
の
で
せ
う
。
」

「
然

や
う
…
…
お
い
〳
〵
。
」
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呼

ぶ
と
、
驛
員






が
駈

け
て
來

た
。
ま
だ
宵



な
が
ら
靴



の
音



が
高



く
響



く
。
…
…
改
札
口








に
人

珍







し
げ
に
此

方


を
透

か
し
た
山
家





の
小
兒





の
乾
栗






の
や
う
な
顏



の
寂



し
さ
。

「
…
…
驛



か
ら
だ
と
伊

那

ま
で
何
里





か
ね
。
」

「
山
路






六
里

…
…
彼
是






七
里

で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

「
は
ゝ
あ
、
」
と
歎
息






す
る
や
う
に
云

つ
た
時



の
、
旅

客







の
面
色






も
四
邊





の
光

景







も
陰
々






た
る
も
の
で
あ

つ
た
。

「
俥





は
あ
り
ま
せ
う
か
。
」

「
ご
ざ
い
ま
す
。
」

　
と
驛
夫





が
答



へ
た
。

「
次



の
驛



に
は
、
」

「
多
分





ご
ざ
い
ま
せ
う
、
一
臺



ぐ
ら
ゐ
は
。
」

「
否



、
此

處

で
下

り
ま
す
。
」

　
と
思

沈







ん
だ
の
が
、
急



に
慌




し

げ
に
云

つ
て
、

「
此

處

で
下

り
ま
す
。
」

　
と
、
最

う
一
度





自




ら
確





め
る
や
う
に
言

ひ
加

し
た
。

　
驛
員
等







は
衝

と
兩

方







へ
。

　
旅

客







は
眉



を
壓



す
る
山



又


山


に
眉



を
蔽



は
れ
た
状



に
、
俯
目





に
棚



の
荷

を
探



り
取

つ
た
が
、
笛



の
鳴

る
時



、
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角
形






の
革
鞄





に
洋
傘






を
持
添





へ
る
と
、
決
然






と
し
た
態
度





で
、
つ
か
〳
〵
と
下

り
た
。
下

り
際



に
、
顧





み
て
彼



に
會
釋






し
た
。

　
健
康






を
祈



る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
隣





に
居

た
其

の
旅

客







は
、
何

處

か
ら
乘
合






せ
た
の
か
彼



は
そ
れ
さ
へ
知

ら
ぬ
。
其

の
上



、
雙
方






と
も
、
も

の
思



ひ
に
耽



つ
て
、
一
度

も
言
葉





は
交



さ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
雖
然






、
い
ざ
、
分



れ
る
と
成

れ
ば
、
各
自





が
心





寂


し
く
、
懷



か
し
く
、
他
人





の
や
う
に
は
思



は
な
か
つ
た
ほ

ど
列
車






の
中



は
人



稀


で
、
…
…
稀



と
云

ふ
よ
り
、
殆





ど
誰



も
居

な
い
の
で
あ
つ
た
。

　
彼



は
、
單
身






山


又


山


を
分

け
て
行

く
新





し
い
知

己

の
前
途





を
思



つ
た
。
蜀

道







磽
※






と
し
て
轉



た
世

は
嶮



な

る
か
な
。

　
孤
驛





既


に
夜



に
し
て
、
里
程





孰


れ
よ
り
す
る
も
峠





を
隔



て
て
七
里

に
餘



る
。
…
…
彼



は
其

の
道
中






の
錦
葉





を

思


つ
た
、
霧



の
深



さ
を
思



つ
た
、
霜



の
鋭





さ
を
思



つ
た
、
寧



ろ
其



よ
り
も
早

や
雪



を
思



つ
た
、
…
…
外

套







黒


く
沈



ん
で
行

く
。
…
…

　
月



が
晃
々






と
窓



を
射

た
の
で
、
戞
然





と
玉



の
函



を
開



い
た
や
う
に
、
山
々






谷

々







の
錦
葉





の
錦





は
、
照
々






と

輝


を

帶

び
て
颯



と
目

の
前



に
又



卷
絹






を
解
擴






げ
た
。
が
、
末



は
仄

々







と
薄



く
成

り
行

く
。
渚





の
月



に
、
美





し
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き
貝



を
敷

い
て
、
あ
の
、
す
ら
〳
〵
と
細



く
立

つ
煙





の
、
恰





も
鴎





の
白



き
影



を
岬





に
曳

く
が
如



く
思



は
れ
た
の

は
、
記
憶





が
返



つ
た
の
で
あ
る
。

　
汽
車





は
山



の
狹
間





の
左
右





に
迫



る
、
暗



き
斷
崖






を
穿



つ
て
過

ぎ
る
の
で
あ
つ
た
。

　
窓



な
る
峰



に
、
星



を
貫





く
、
高



き
火

の
見

の
階
子





を
見

た
。

　
孤
家






の
灯




の

影


と
て
も
、
落

ち
た
木

の
葉

の
、
幻




に

一
葉





紅



の

俤



に

立

つ
ば
か
り
の
明





さ
へ
無

い
。

　
岩



を
削



つ
て
點
滴





る
水



は
、
其

の
火

の
見

階
子





に
、
垂
々






と
雫





し
て
、
立

ち
な
が
ら
氷
柱





に
成

ら
む
、
と
冷





か
さ
の
身

に
染

む
の
み
。
何

處

に
家



を
燒

く
炎





が
あ
ら
う
。

　
曉




の

霜


を
裂

き
、
夕
暮






の
霧



を
分

け
て
、
山
姫






が
撞
木






を
當

て
て
、
も
み
ぢ
の
紅




を

里


に
響



か
す
、
樹



の

錦

の

知

ら
せ
、
と
見

れ
ば
、
龍
膽






に
似

て
俯
向





け
に
咲

い
た
、
半

鐘







の
銅




は

、
月



に
紫




の

影


を
照

ら
す
。

　
大





な
る
蝙
蝠






の
や
う
に
、
煙





が
む
ら
〳
〵
と
隙
間





を
潛



つ
た
。

「
あ
ゝ
、
隧
道






へ
入



つ
た
。
」

　
人



も
知

つ
た
…
…
此

の
隧
道






は
以



て
の
外



鎖



が

あ
る
。
普
通





我
國






第


一
と
稱



へ
て
、
（
代
天
工










）
と
銘
打





つ
た
と
聞

く
、
甲
州






笹
子





の
隧
道






よ
り
、
寧



ろ
此

の
方



が
長



い
か
も
知

れ
ぬ
。

　
は
じ
め
は
、
た
ゞ
あ
ま
り
に
通
過






ぎ
る
つ
も
り
で
、
事



と
も
爲

な
か
つ
た
ば
か
り
で
無

い
。
一
向






、
此

の
變



則


の
名
所






に
就

い
て
、
知
識





も
經
驗






も
無

か
つ
た
彼



は
、
次
第





に
暗



く
成

り
、
愈
々






深


く
な
り
、
も
の
凄





じ
く

成

つ
て
、
搖





れ
〳
〵
轟

然







た
る
大
音
響









を
發



し
て
、
汽
車





は
天
窓





か
ら
、
鈍



き
錐



と
變



じ
て
、
山



の
底



に

潛
込






む
が
如



き
、
易



か
ら
ぬ
も
の
の
氣
勢





に
、
少





か
ら
ず
驚





か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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「
此



は
難
所






だ
。
」

　
美
人





に
見

惚

る
ゝ
と
て
、
あ
ら
う
事



か
、
ぐ
つ
た
り
鏡

臺







に
凭

掛







つ
た
と
云

ふ
他
愛





な
さ
。
で
、
腰
掛






に
上



り
込

ん
で
、
月



の
硝
子
窓







に
、
骨



を
拔

い
て
凍
付





い
て
居

た
の
が
、
慌



て
て
、
向
直






つ
て
、
爪
探






り
に
下

駄

を
拾



つ
て
、
外

套







の
下



で
、
ず
る
り
と
弛



ん
だ
帶



を
緊

め
る
と
、
襟



を
引
掻
合








せ
る
時



、
袂





へ
辷



つ
て
宙



に
留

ま
つ
た
、
大
切






な
路
銀





を
、
ト
懷
中






へ
御
直






り
候





へ
と
据
直






し
て
、
前
褄






を
ぐ
い
、
と
緊

め
た
。

「
い
や
、
な
か
〳
〵
だ
ぞ
、
尚

だ
。
…
…
」

　
汽
車





は
轟

々







と
、
唯



瀧


に
捲

か
れ
た
如



く
に
響



く
。

　
此

處

で
整
然





と
し
て
腰



を
掛

け
て
、
外

套







の
袖



を
合



せ
て
、
一



つ
下

腹







で
落
着





い
た
氣

が
、
だ
ら
し
も

な
く
續



け
ざ
ま
に
噎

せ
返



つ
た
。

　
煙





が
烈



し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
室
内






一
面






濛
々






と
し
た
上



へ
、
あ
く
ど
い
黄

味

を
帶

び
た
の
が
、
生
暖






い
瀬

を
造



つ
て
、
む
く
〳
〵
泡



を
吹

く
や
う
に
、
…
…
獅
噛
面







で
切
齒






つ
た
窓
々






の
、
隙
間





と
云

ふ
隙
間





、
天

井







、
廂
合






か
ら
流
込






む
。

　
噂





も
知

ら
な
か
つ
た
隧
道






が
此



だ
と
す
る
と
、
音



に
響



い
た
笹
子





は
可
恐





し
い
。
一
層





中
仙
道








を
中
央
線








で
、

名

古

屋

へ
大
※






り
を
し
よ
う
か
と
思



つ
た
く
ら
ゐ
。
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「
何



に
し
ろ
酷



い
ぞ
、
此



は
…
…
毒



を
以



て
毒



を
制



す
と
遣

れ
。
」

　
で
、
袂





か
ら
卷

莨







を
取

つ
て
、
燐
寸





を
摺

つ
た
。
口



の
先



に
※



と
燃

え
た
火

で
勢

付







い
て
、
故



と
煙





を

深


く
吸

つ
て
、
石
炭






臭


い
の
を
浚



つ
て
吹
出





す
。

　
目

も
や
ゝ
爽





か
に
成

つ
て
、
吻



と
呼

吸

を
し
た
時



　
　
ふ
と
、
否



、
は
じ
め
て
と
言

は
う
、
　
　
彼



が
掛

け

た
斜



に
、
向



う
側



の
腰
掛






に
、
疊



ま
り
積



る
霧



の
中



に
、
落

ち
て
落



か
さ
な
つ
た
美





し
い
影



を
見

た
。

　
影



で
は
な
い
、
色



あ
る
衣



の
媚





か
し
い
の
を
見

た
の
で
あ
る
。

「
女





が
居

る
。
」

　
然



も
二
人





、
…
…

　
と
認



め
た
が
、
萎
々






と
し
て
、
兩

方







が
左
右





か
ら
、
一
人





は
一
方






の
膝



の
上



へ
、
一
人





は
一
方






の
、
お
く

れ
毛

も
亂



れ
た
肩



へ
、
袖



で
面





を
ひ
た
と
蔽



う
た
ま
ゝ
、
寄
縋






り
抱
合






ふ
や
う
に
、
俯
伏





し
に
成

つ
て
惱



ま
し

げ
で
あ
る
。

　
姿





を
、
然

う
し
て
撓



や
か
に
折
重






ね
た
、
袖



の
色



は
、
濃

い
萌
黄





で
あ
る
。
深



い
紫




で

あ
る
。
い
づ
れ
も
上



に
被

た
羽
織





と
は
知

れ
た
が
、
縞
目





は
分



ら
ぬ
。
言

ふ
ま
で
も
な
く
紋



が
あ
ら
う
。
然



し
、
煙





に
包



ま
れ
て
、

朦
朧






と
し
て
そ
れ
は
見

え
ぬ
。

　
小
袖





も
判
然






せ
ぬ
。
が
、
二
人





と
も
紋
縮
緬








と
云

ふ
の
で
あ
ら
う
、
絞



つ
た
、
染



ん
だ
や
う
な
斑

點

の
あ
る

緋

の
長
襦
袢








を
着

た
の
は
確





。
で
、
搦



み
合

つ
た
四

つ
の
袖



か
ら
、
萌
黄





と
其

の
紫




と

が
彩



を
分

け
て
、
八

ツ

に
は
ら
〳
〵
と
亂



れ
な
が
ら
、
し
つ
と
り
と
縺



れ
合

つ
て
、
棲



紅



に

亂


れ
し
姿





。
…
…
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其

の
然



も
紅




は

、
俯
向





い
た
襟



を
辷



り
、
凭



れ
か
ゝ
つ
た
衣
紋





に
崩



れ
て
、
膚





も
透

く
、
と
ち
ら
め
く
ば
か

り
、
氣
勢





は
沈



ん
だ
が
燃
立





つ
や
う
。

　
ト
其

の
胸



を
、
萌
黄





に
溢



れ
、
紫




に

垂

れ
て
、
伊
達
卷









で
あ
ら
う
、
一
人





は
、
鬱
金





の
、
一
人





は
朱
鷺
色









の
、

だ
ら
り
結



び
が
、
ず
ら
り
と
摩



く
。

「
お
や
〳
〵
女
郎






か
な
。
」

　
雖
然






、
襦
袢






ば
か
り
に
羽
織





を
掛

け
て
旅



を
す
べ
き
所
説





は
な
い
。
…
…
駈
落






と
思



ふ
、
が
、
頭
巾





も
被



ら

ぬ
。

　
顏



を
入
違






ひ
に
、
肩



に
前
髮






を
伏

せ
た
方



は
、
此
方





向

き
に
、
や
ゝ
俯
向





く
や
う
に
紫




の

袖


で
蔽



ふ
、
が
つ

く
り
と
し
た
れ
ば
、
陰



に
成

つ
て
、
髮



の
形





は
認



め
ら
れ
ず
。

　
其

の
、
膝



に
萌
黄





の
袖



を
折
掛





け
て
、
突
俯





し
た
方



は
、
絞





か
鹿

の
子

か
、
ふ
つ
く
り
と
緋
手
柄









を
掛

け
た
、

も
つ
れ
毛

は
ふ
さ
〳
〵
と
搖

れ
つ
つ
も
、
煙





を
分

け
た
鬢



の
艶



、
結
綿






に
結

つ
て
居

た
。

　
此

女







が
上



に
坐



つ
て
、
紫




の

女




が
、
斜



め
に
な
よ
〳
〵
と
腰



を
掛

け
た
。
落



し
た
裳





も
、
屈



め
た
褄



も
、

痛
々






し
い
ま
で
亂



れ
た
の
で
あ
る
。

　
年

紀

の
こ
ろ
は
云

ふ
ま
で
も
な
い
、
上



に
襲



ね
た
衣



ば
か
り
で
、
手
足





も
同



じ
白



さ
と
見

る
ま
で
、
寸
分






違


は
ぬ
脊
丈
恰
好









。

　
…
…
と
云

ふ
、
其

の
脊
丈
恰
好









が
？
…
…
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六

「
見

世

も
の
に
成

る
女





ぢ
や
な
い
か
。
」

　
一
度

、
然

う
思



つ
た
ほ
ど
小



さ
か
つ
た
。

　
が
、
い
ぢ
け
た
の
で
も
縮



ん
だ
の
で
も
な
い
。
吹
込





む
煙





に
惱
亂






し
た
風
情





な
が
ら
、
何

處

か
水
々






と
し
て

伸

び
や
か
に
見

え
る
。
襟
許






、
肩
附






、
褄



は
づ
れ
も
尋

常







で
、
見

好

げ
に
釣
合





ふ
。
小



さ
い
と
云

ふ
よ
り
、

…
…
小
造





り
に
過

ぎ
る
の
で
あ
つ
た
。

　
汽
車





は
倒




に

落

ち
て
留

ま
な
い
。
煙





が
濃

い
の
が
岩



を
崩



し
て
、
泥



を
掻

き
〳
〵
、
波



の
や
う
な
土



を
煽



つ

て
、
七
轉
八
倒










あ
が
き
悶



ゆ
る
。

　
俗



に
、
隧
道






の
最





も
長



い
の
も
、
ゆ
つ
く
り
吸

つ
て
敷
島






一
本



の
間





と
聞

く
。

　
二
本
目





を
吸

ひ
つ
け
た
時



、
彼



は
不
安





の
念



を
禁



じ
得

な
い
の
で
あ
つ
た
。
…
…
不

思

議

な
伴
侶






で
あ
る
。

姿

に

色


を
凝

ら
し
た
、
朦
朧






と
し
た
女





の
抱
合





つ
た
影



は
、
汽
車





に
事
變





の
あ
る
べ
き
前
兆






で
は
な
い
の
で
あ

ら
う
か
。

　
嘗



て
此

の
隧
道






を
穿



ち
し
時



、
工
夫





が
鶴
觜






、
爆
裂
彈








の
殘

虐







に
掛



つ
た
、
弱



き
棲

主

た
ち
の
幻




な

ら
ず

や
。

　
或





は
此

の
室



に
の
み
、
場
所





と
機
會






に
因

つ
て
形





を
顯





す
、
世

に
亡

き
人



の
怨

靈







な
ら
ず
や
。

　
と
、
誘



は
れ
た
彼



も
、
ぐ
ら
〳
〵
と
地

震

ふ
る
墓



の
中



に
、
一
所






に
住

ん
で
居

る
も
の
の
や
う
な
思



ひ
が
し
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て
、
を
か
し
い
ば
か
り
不
安





で
な
ら
ぬ
。

　
靜
坐





す
る
に
堪

へ
な
く
成

つ
て
、
急



に
衝

と
立

つ
と
、
頭





が
ふ
ら
〳
〵
と
し
て
ド
ン
と
尻



も
ち
を
つ
い
て
、

一
人





で
苦
笑





し
た
。

　
ふ
と
大
風






が
留

ん
だ
や
う
に
響





が
留

ん
で
、
汽
車





の
音



は
舊



に
復



つ
た
。

　
彼



は
慌




し

く
窓



を
開



い
て
、
呼

吸

の
あ
り
た
け
を
口



か
ら
吐
出





す
が
如



く
に
月



を
仰



ぐ
、
と
澄
切





つ
た
山



の

腰


に
、
一
幅






の
む
ら
尾
花





を
殘



し
て
、
室
内






の
煙





が
透

く
。
そ
れ
が
岩



に
浸
込





ん
で
次
第





に
消

え
る
。

　
夢



か
ら
覺

め
た
思



ひ
で
、
厚



ぼ
つ
た
か
つ
た
顏



を
撫

で
た
、
其

の
掌

を
膝



に
支

い
て
、
氣

も
判
然






と
向
直






つ

た
時



、
彼



は
今



ま
で
の
想
像






の
餘



り
な
癡



け
さ
に
又



獨


り
で
笑



つ
た
。

　
い
や
、
知
己






で
も
な
い
女





の
前



で
、
獨

笑








は
梟




の

業


で
あ
ら
う
。

　
冥
界






の
伴
侶






か
、
墓



の
相
借
家








か
、
と
ま
で
怪



し
ん
だ
二
人





の
女





が
、
別
條






な
く
、
然



も
、
揃



つ
て
美





し
い

顏


を
上

げ
て
居

た
か
ら
。

「
矢
張





り
隧
道






に
惱



ん
だ
ん
だ
。
」

　
と
彼



は
頷





い
た
の
で
あ
つ
た
。

「
そ
し
て
、
踊





…
…
踊





の
歸
途





…
…
恁

う
着
崩





し
た
處





を
見

て
は
、
往

路

で
は
あ
る
ま
い
。
踊
子






だ
ら
う
。
後



の
宿





あ
た
り
に
何



か
催





し
が
あ
つ
て
、
其

處

へ
呼

ば
れ
た
、
な
に
が
し
町



の
選



ぬ
き
と
で
も
言

ふ
の
が
、
一



つ

先


か
、
そ
れ
と
も
次



の
驛



へ
歸



る
の
で
あ
ら
う
。
…
…
踊





の
催





し
と
言

へ
ば
、
園
遊
會









か
な
ん
ぞ
で
、
灰
色






の
手

、
黄
色





い
手

、
樺
色






の
手

の
、
鼬





、
狐





、
狸





、
中



に
は
熊



の
や
う
な
の
も
交



つ
た
大
勢






の
手

に
、
引
※






さ

17



れ
、
掴
立






て
ら
れ
、
袖



も
振



も
亂



れ
た
ま
ゝ
を
汽
車





に
乘

つ
た
落
人






ら
し
い
。
」

　
落
人






と
云

へ
ば
、
踊



つ
た
番
組






も
何



か
然

う
し
た
類





か
も
知

れ
ぬ
。
…
…
其

の
紫




の

方


は
、
草
束






ね
の
島
田





と
も
見

え
る
が
、
房





り
し
た
男

髷







に
結

つ
て
居

た
か
ら
。

　
此
方






は
、
や
ゝ
細

面







で
。
結
綿






の
娘





は
、
ふ
つ
く
り
し
て
居

る
。
二
人





と
も
鬘





を
被



つ
た
か
と
思



ふ
。
年

紀

が
少



い
、
十
三
四
か
、
そ
れ
と
も
五
六
、
七
八
か
、
眦





に
紅



を
入

れ
た
ら
し
い
ま
で
極
彩
色








に
化
粧






し
た
が
、

烈


し
く
疲



れ
た
と
見

え
て
、
恍
惚






と
し
て
頬



に
蒼
味





が
さ
し
て
、
透
通






る
ほ
ど
色



が
白



い
。
其

の
紅



と
思



ふ
瞼





の
紅




が

な
か
つ
た
ら
、
小
柄





で
は
あ
る
し
、
た
ゞ
動



く
人

形







に
過

ぎ
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七

「
何

に
し
ろ
弱



つ
た
ら
し
い
。
…
…
舞
臺





の
歸
途





と
し
て
、
今



の
隧
道






を
越

す
の
は
、
芝
居





の
奈
落





を
潛



る
や

う
な
も
の
だ
、
い
や
、
眞
個






の
奈
落





だ
つ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
心

細







い
よ
木

曾

路

の
旅



は

　
　
　
　
　
　
　
　
笠



に
木

の
葉

が
舞

ひ
か
ゝ
る
　
　

　
人

形







の
や
う
な
此

の
女

達







、
聲



を
聞

き
た
い
、
錦
葉





に
歌



ふ
色
鳥






で
あ
ら
う
。

　
ま
だ
全





く
消

え
果

て
な
い
煙





を
便
宜





に
、
あ
か
ら
め
も
し
な
い
で
熟



と
視

る
時



、
女





は
二
人





、
揃



つ
て
、
目

を
※



つ
て
、
四



ツ
の
目

を
ぱ
つ
ち
り
と
瞬





き
し
た
。
…
…
瞳





は
水

晶







を
張

つ
た
や
う
で
、
薄

煙







の
室



を
透
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し
て
透
通






る
ば
か
り
、
月



も
射
添





ふ
、
と
思



ふ
と
、
紫




も

、
萌
黄





も
、
袖



の
色



が
※



と
冴

え
て
、
姿





の
其

處

此

處

、
燃
立





つ
緋

は
、
炎





の
亂



る
ゝ
や
う
で
あ
つ
た
。

　
す
ツ
か
と
立
揚






つ
た
大
漢
子







が
あ
る
。

　
先



に
　
　
七
里
半





の
峠





を
越

さ
う
と
し
て
下

り
た
一
見






の
知

己

が
居

た
、
椅

子

の
間





を
向



う
へ
隔



て
て
、
彼



と
同



じ
側



の
一
隅






に
、
薄
青






い
天
鵝
絨









の
凭
掛







を
枕





に
し
て
、
隧
道






を
越

す
以
前





か
ら
、
夜



の
底



に
沈



ん
だ
や

う
に
、
煙





に
陰
々






と
し
て
横
倒






れ
に
寐

て
居

た
の
が
、
此

の
時



仁
王
立









ち
に
成

つ
た
の
で
あ
る
。

　
が
、
唐
突






に
大





な
材
木






が
化

け
て
突
立





つ
て
、
手
足





の
枝



が
生

え
た
か
と
疑





は
る
ゝ
。

　
茶



の
鳥
打






を
ず
ぼ
り
と
深



く
、
身

の
丈



を
上



か
ら
押
込





ん
だ
體



に
被



つ
た
の
で
さ
へ
、
見

上

げ
る
ば
か
り
脊

が
高



い
。
茶
羅
紗







霜
降






の
大
外
套









を
、
風



に
向



つ
た
蓑



よ
り
も
擴



く
裾



一
杯






に
着

て
、
赤
革






の
靴



を
穿

い
た
。

　
時



に
斜
違






ひ
に
づ
か
り
と
通



つ
て
、
二
人





の
女





の
前



へ
會
釋






も
な
く
ぬ
つ
く
と
立

つ
。
ト
紫




の

目

が
、
ト
其

の
外

套







の
脇



の
下



で
、
俯
目





に
成

つ
た
は
氣

の
毒



ら
し
い
。
　
　
紅




は

萎


む
、
萌
黄





の
八

ツ
口



。

　
大
漢
子







の
兩
手






は
、
伸



を
し
て
、
天

井







を
突
拔





く
如



く
空



ざ
ま
に
棚



に
掛



る
、
と
眞
先






に
取

つ
た
の
は
、

彈
丸
帶









で
、
外

套







の
腰



へ
ぎ
し
り
と
〆
《
し
》
め
、
續



い
て
銃



を
下

ろ
し
て
、
ト
筈
高






に
が
ツ
し
と
掛

け
た
。

大




な
獲

も
の
袋





と
、
小
革
鞄









と
一
所






に
、
片
手
掴







み
に
引
下






し
た
の
は
革
紐






の
魔
法
罎







。

　
で
、
一
搖






り
肩



を
搖



つ
て
、
無
雜
作









に
、
左
右





へ
遣
違






へ
に
、
ざ
く
り
と
投
掛





け
る
、
と
腰



で
だ
ぶ
り
と
動



く
。

　
獲

も
の
袋





が
重



さ
う
に
、
然



も
發

奮

ん
で
搖

れ
た
。
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山
鳩






七
羽

、
田
鴫





十
三
、
鶉





十
五
羽

、
鴨



が
三
羽

　
　

　
づ
し
り
と
其

の
中



に
あ
る
が
如



く
に
見

て
取

ら
れ
る
。
…
…

　
昨
日





、
碓
氷





で
汽
車





を
下

り
て
、
峠





の
權
現
樣








に
詣



で
た
時



、
さ
し
か
ゝ
り
で
俥





を
下

り
て
、
あ
と
を
案
内






に
立

つ
た
車
夫





に
、
寂



し
い
上

坂







で
彼



は
訊



ね
た
。

「
些



と
も
小
鳥





が
居

な
い
や
う
だ
な
。
」

「
搜



す
と
居

り
ま
す
。
…
…
昨
日





も
鐵
砲
打








の
旦
那





に
、
私



が
へ
い
、
お
供



で
、
御
案
内







で
へ
い
、
立
派





に
打

た
せ
ま
し
た
の
で
。
」

　
と
狡



し
げ
な
目

を
光



ら
し
て
云

つ
た
。
鴫



も
鳩



も
、
　
　
此

處

に
其

の
獲

も
の
の
數



さ
へ
思



つ
た
の
は
、
車

夫


が
其

の
時



の
言
葉





の
記
憶





で
あ
る
。

　
此

の
山
里






を
、
汽
車





の
中



で
、
殆





ど
鳥



の
聲



を
聞

か
な
か
つ
た
彼



は
、
何

故

か
、
谷
筋






に
あ
ら
ゆ
る
小
禽






の

類


が
、
此

の
巨





な
手

の
獵
人






の
た
め
に
狩
盡






さ
れ
る
や
う
な
思



ひ
し
て
、
何



と
な
く
悚

然

と
し
た
。
其



も
瞬
時






で
。

　
汽
車





は
留

ま
つ
た
。

「
鹽
尻






、
鹽
尻






　
　
中
央
線








は
乘
換






。
」

　
其

の
途
端





で
あ
る
。
…
…
鷹
揚






に
、
然



も
手

馴

れ
て
、
迅
速






に
結
束






し
果

て
た
紳
士





は
、
其

の
爲



に
空



し
く

待
構






へ
て
居

た
ら
し
い
兩
手






に
づ
か
り
と
左
右







、
其

の
二
人





の
女





の
、
頸
上






と
思



ふ
あ
た
り
を
無

手

と
掴



ん
で

引
立





て
る
、
と
、
呀



？
　
衣



も
扱
帶





も
上



へ
摺

つ
て
、
す
る
り
と
白



い
顏



が
襟



に
埋



つ
た
、
紫




と

萌
黄





の
、
緋
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を
流



る
ゝ
や
う
に
宙



に
掛

け
て
、
紳
士





は
大
跨






に
づ
か
り
〳
〵
。

　
呆
氣





に
取

ら
れ
た
彼



を
一
人





室
内






に
殘



し
て
、
悠
然






と
扉





を
出

た
の
で
あ
る
。

　
あ
と
の
、
も
の
凄



さ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
紅



さ
い
た
二



ツ
の
愛
々






し
い
唇




が

、
凍

て
て
櫻

貝







の
散

つ
て
音



す
る
ば
か
り
、
月



に
ち
ら
〳
〵
と
、
そ
れ
、

彼
處





に
此

處

に
　
　

「
あ
ゝ
、
寒



い
。
」

　
温
泉






に
行

か
う
と
し
て
、
菊
屋





の
廣
袖





に
着

換

へ
る
に
附

け
て
も
、
途
中





の
胴
震






ひ
の
留

ま
ら
な
か
つ
た
ま

で
、
彼



は
少



な
か
ら
ず
怯





か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
東

京







を
出
程



つ
時



か
ら
、
諏

訪

に
一
泊



と
豫
定





し
て
、
旅
籠
屋









は
志




し

た
町
通






り
の
其

の
菊
屋





で
あ
つ
た
。

　
心

細







い
事



に
は
、
鹽
尻






で
も
、
一
人





も
同



じ
室



へ
乘
込





ま
な
か
つ
た
。
…
…
其

の
宿





の
名

は
、
八
重
垣
姫








と
、
隨
筆






の
名

で
、
餘

所

な
が
ら
、
未
見





の
知

己

。
初
對
面








の
從

姉

妹

と
、
伯

父

さ
ん
ぐ
ら
ゐ
に
思



つ
て
居

た

の
に
。
…
…
…

　
下
諏
訪









へ
來

る
と
、
七
八
人



、
田
螺





を
好

き
さ
う
な
、
然



も
娑
婆
氣







な
商
人
風








の
が
身

を
光



ら
し
て
、
ば
ら

〳
〵
と
入



つ
て
來

た
。
其

の
中



で
一
人





、
あ
の
、
其

の
女





二
人





居

た
處





へ
、
澄

ま
し
て
腰



を
掛

け
た
男





が
あ
つ
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た
。

　
は
つ
と
思



つ
た
が
、
一
向






平
氣





で
、
甲
府





か
飯
田
町







へ
乘
越





す
ら
し
い
。
上
諏
訪









に
彼



が
下
車





し
た
時



ま
で
、

別


に
何
事






も
な
く
、
草



に
も
樹

に
も
成

ら
ず
、
酒



の
み
と
見

え
て
、
鼻



の
尖



の
赤



い
の
が
、
其

の
ま
ゝ
柿



の
實

に
も
成

ら
な
い
の
を
寧



ろ
怪





む
。

　
は
じ
め
、
も
う
其

の
あ
た
り
か
ら
、
山



も
野

も
眇



と
し
て
諏

訪

の
湖




の

水


と
成

る
由



、
聞

い
て
は
居

た
が
、

ふ
と
心
着






か
ず
に
過

ぎ
た
、
　
　
氣

に
し
て
、
女





の
後



ば
か
り
視



め
て
居

た
の
で
。

　
改
札
口








を
冷





く
出

る
と
、
四
邊





は
山



の
陰



に
、
澄
渡






つ
た
湖




を

包


ん
で
、
月



に
照
返






さ
る
ゝ
爲



か
、
漆





の
如



く
艶



や
か
に
、
黒



く
、
且

つ
玲
瓏






と
し
て
透
通






る
。

　
白



き
は
町
家





の
屋

根

で
あ
つ
た
。

　
水



か
ら
湧

い
た
影



の
や
う
に
、
す
ら
〳
〵
と
黒



く
煽



つ
て
、
俥





が
三
臺



、
つ
い
目

の
前



か
ら
駈
出





し
た
。

　
　
　
俥





が
三
臺



、
人



が
三
人



　
　

「
待

て
よ
、
先
刻





の
紳
士





は
、
あ
ゝ
し
て
、
鹽
尻






で
下

車

た
と
思



ふ
が
、
…
…
其



と
も
室



を
替

へ
て
此

處

ま
で

來

た
か
、
俥





が
三
臺



、
揃



つ
て
。
」

　
と
見

る
、
目

の
前



へ
、
黄
色





い
提

灯







の
灯

が
流



れ
て
、
が
た
り
と
青



く
塗

つ
た
函

車







を
曳
出





す
も
の
あ

り
。
提

灯







に
は
赤



い
蕋



で
、
車





に
は
白



い
紋



で
、
菊
屋





の
店



に
相
違





な
い
。

「
一
寸






、
菊
屋





の
迎





か
い
。
」

「
然

う
で
。
」
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と
ぶ
つ
き
ら
棒
立






。
仲
屋





の
小
僧





と
云

ふ
身

の
、
か
ら
脛



の
、
の
ツ
ぽ
が
答



へ
る
。

「
お
い
、
其

處

へ
行

く
ん
だ
、
俥





は
な
い
か
ね
。
」

「
今



の
で
出
拂





つ
た
で
、
」

「
出
拂





つ
た
…
…
然

う
か
。
…
…
餘
程






あ
る
か
い
。
」

「
何



、
ぢ
き
其

處

だ
よ
。
旦
那





、
毛
布





預




ろ
か
い
。
」

　
縞



の
膝
掛






を
函



に
載

せ
て
、

「
荷

も
つ
も
寄

越

す
が
可

い
よ
。
」

「
追
剥






の
や
う
だ
な
。
」

　
と
思



は
ず
笑



つ
た
が
、
こ
れ
は
分



ら
な
か
つ
た
。
奴





は
け
ろ
り
と
し
て
、
冷





い
か
、
日
和
下
駄











を
か
た
〳
〵

と
高
足






に
踏
鳴





ら
す
。

「
お
い
來

た
。
」

　
と
出

さ
う
と
し
た
信
玄
袋









は
、
顧





み
る
に
餘



り
に
輕



い
。
函



に
載

せ
る
と
、
ポ
ン
と
飛
出





し
さ
う
で
あ
る

か
ら
遠
慮






し
た
。

「
こ
れ
は
可

い
よ
。
」

「
然

う
か
ね
、
で
は
、
早



く
來

さ
つ
せ
い
よ
。
寒



い
か
ら
。
」

　
あ
り
や
、
と
威
勢





よ
く
頭
突





に
屈



ん
で
、
鼻
息






を
ふ
ツ
と
吹

き
、
一
散






に
黒



く
成

つ
て
が
ら
〳
〵
と
月
夜





を

駈
出





す
。
…
…
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猪



が
飛
出





し
た
や
う
に
又



驚




い
て
、
彼



は
廣



い
辻



に
一
人





立

つ
て
、
店
々






の
電
燈






の
數



よ
り
多



い
、
大
屋
根









の
石



の
蒼
白






い
數



を
見

た
。

　
紙
張






の
立
看
板








に
、
（
浮
世





の
波



。
）
新
派
劇







と
あ
る
の
を
見

た
。
其

の
浮
世





の
波



に
、
流



れ
寄

つ
た
枯
枝





で
あ
ら
う
。
非



ず
、
湖




の

冬


を
彩





る
、
紅




の

二
葉





三

葉

。

　
　
　
　
　
　
　
　
九

「
酒



を
頼



む
よ
、
何



し
ろ
、
…
…
熱



く
し
て
。
」

　
菊
屋





に
着

い
て
、
一
室





に
通



さ
れ
る
と
、
ま
だ
坐



り
も
し
な
い
前



、
外

套







を
脱

ぎ
な
が
ら
、
案
内






の
女
中






に
註
文






し
た
の
は
、
此

の
男





が
、
素
人
了
簡










の
囘

生

劑

で
あ
つ
た
。

　
其

の
ま
ゝ
、
六
疊



の
眞
中






の
卓
子
臺







の
前



に
、
※



と
坐



る
と
、
早

や
目
前





に
ち
ら
つ
く
、
濃

き
薄



き
、
染
色






の
葉

に
醉

へ
る
が
如



く
、
額





を
壓



へ
て
、
ぐ
つ
た
り
と
成

つ
て
、
二
度

目

に
火
鉢





を
持

つ
て
來

た
の
を
、
誰



と

も
知

ら
ず
、
は
じ
め
か
ら
其

處

に
火

を
裝

つ
て
備
附






け
ら
れ
た
も
の
の
や
う
に
、
無
意
識









に
煙
草





を
吸

つ
た
。

　
細



い
煙





も
峰



に
靡



く
。

「
お
召

し
か
へ
な
さ
い
ま
し
て
、
お
湯

へ
入

ら
つ
し
や
い
ま
し
。
」

「
然

う
だ
、
飛
込





ま
う
。
」

　
と
糊



の
新





し
い
浴
衣





に
着

換

へ
て
　
　
件





の
胴
震






ひ
を
し
な
が
ら
　
　
廊
下





へ
出

た
。
が
、
す
る
〳
〵
と
向
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う
へ
、
帳
場






の
方



へ
、
遙





に
駈

け
て
行

く
女
中






を
見

な
が
ら
、
彼



は
欄
干





に
立

つ
て
猶
豫





つ
た
の
で
あ
る
。

　
湯

氣

が
温




く

、
目

の
下



な
る
湯
殿





の
窓

明







に
、
錦
葉





を
映



す
が
如



く
色



づ
い
て
、
む
く
り
と
此

の
二
階





の

軒


を
掠



め
て
、
中
庭






の
池



ら
し
い
、
さ
ら
〳
〵
と
鳴

る
水



の
音



に
搖

れ
か
ゝ
る
か
ら
、
内
湯





の
在
所





は
聞

か
な

い
で
も
分



る
。

　
が
、
通



さ
れ
た
部

屋

は
、
す
ぐ
突
當






り
が
壁



で
、
其

處

か
ら
下

り
る
裏
階
子







の
口



は
見

え
な
い
。
で
、
湯
殿





へ
は
大
※






り
し
な
い
と
行

か
れ
ぬ
。

　
處





で
、
は
じ
め
女
中






に
案
内






さ
れ
て
通



つ
た
時



か
ら
、

「
此

處

で
は
醉

へ
な
い
ぞ
。
」
と
心





で
叫



ん
だ
、
此

の
高



い
の
に
、
別



に
階
子
壇







と
云

ふ
ほ
ど
の
も
の
も
無

し
、

廊
下





を
一
※






り
し
て
、
向



う
へ
下

り
る
あ
た
り
が
、
可

な
り
な
勾
配






。
低



い
太
鼓
橋







を
渡



る
く
ら
ゐ
、
拭
込





ん

だ
板
敷






が
然



も
つ
る
り
と
辷



る
。

　
彼



は
木

曾

の
棧
橋






を
、
旅
店






の
、
部
屋
々
々











の
障
子






、
歩

板







の
壁



に
添

つ
て
渡



つ
て
來

た
…
…
其



も
風
情





で
あ
る
。

　
雖
然






、
心

覺







え
で
足
許






の
覺
束






な
さ
に
、
寒



け
れ
ば
と
て
、
三

尺







を
前
結






び
に
唯



解

く
ば
か
り
に
し
た

れ
ば
と
て
、
ば
た
〳
〵
駈
出





す
な
ん
ど
思



ひ
も
寄

ら
な
い
。

　
且

つ
は
暗



い
。
…
…
前
途





下


り
に
、
見

込

ん
で
、
其

の
勾
配






の
最





も
著




し

い
其

處

か
ら
、
母
屋





の
正

面







の

低


い
縁
側






に
成

る
壁



に
、
薄
明






り
の
掛
行
燈








が
有

る
ば
か
り
。
他

は
、
自
分





の
と
一
間





置

い
て
高
樓






の
一
方






の
、

隅


の
部

屋

に
客





が
あ
る
、
其

處

の
障
子






に
電
燈






の
影



さ
す
の
み
。
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「
此



は
、
そ
ろ
り
〳
〵
と
參



ら
う
。
」

　
獨



り
で
苦
笑






ひ
し
て
、
迫
上






つ
た
橋
掛






り
を
練

る
や
う
に
、
谿
川






に
臨



む
が
如



く
、
池



の
周
圍





を
欄
干






づ
た

ひ
。

　
他

の
客





の
前



を
な
ぞ
へ
に
折
曲






つ
て
、
だ
ら
〳
〵
下



り
の
廊
下





へ
掛



る
と
、
舊



來

た
釣
橋






の
下



に
、
磨
硝
子







の
湯
殿





が
底



の
や
う
に
見

え
て
、
而

し
て
、
足
許






が
急



に
暗



く
成

つ
た
。

　
ト
何

處

へ
響



い
て
、
何



に
通



ふ
か
、
辿
々






し
く
一
歩






二
歩






移


す
に
連

れ
て
、
キ
リ
〳
〵
キ
リ
〳
〵
と
微





に
廊

下


の
板



が
鳴

る
。

　
ち
よ
ろ
〳
〵
と
だ
け
の
流





な
が
ら
、
堤

防

も
控



へ
ず
地
續





き
に
、
諏

訪

湖

を
一



つ
控



へ
た
れ
ば
、
爪
下






へ
大

湖


の
水



、
鎬





を
せ
め
て
、
矢

を
は
い
で
、
じ
り
〳
〵
と
迫



る
が
如



く
思



は
る
ゝ
。
…
…
其

の
音



さ
へ
、
途

留

む

か
、
と
耳



に
響



い
て
、
キ
リ
〳
〵
と
細



く
透



る
。
…
…

　
奧
山
家







の
一
軒
家







に
、
た
を
や
か
な
女





が
居

て
、
白
雪






の
絲



を
谷



に
繰

り
引

く
絲

車







の
音



か
と
思



ふ
。
…

…
床



し
く
、
懷





し
く
、
美





し
く
、
心

細







く
、
且

つ
凄



い
。

　
ト
又



聞


え
る
。

　
　
　
（
き
り
〳
〵
、
き
り
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
き
い
こ
、
き
い
こ
。
）
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
十
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彼



は
引
据





ゑ
ら
れ
る
や
う
に
立

つ
た
。

　
古





の
本
陣






と
云

ふ
構



へ
の
大



き
な
建



も
の
は
、
寂
然






と
し
て
居

る
。

　
客





は
他



に
な
い
。

　
湯

に
行

つ
た
留

守

か
、
も
の
越



、
氣
勢





も
し
な
い
が
、
停
車
場








か
ら
俥





で
走



ら
し
た
三
人



の
客





、
其

の
三
人



が
其

處

に
、
と
思



つ
て
、
深



く
注
意





し
た
、
　
　
今



は
背
後





に
成

つ
た
　
　
取
着





き
の
電
燈






を
裡



に
閉
切





つ
た
、

障
子






の
前



へ
、
…
…
翼





を
掻
込





ん
だ
、
地

を
渡



る
鳥



の
影



が
黒



く
映



つ
た
。

　
小
形





な
鳩



ほ
ど
あ
る
、
…
…

　
唯

見

る
と
、
す
る
〳
〵
と
動



く
。
障
子






は
づ
れ
に
消

え
た
と
思



ふ
と
、
き
り
〳
〵
と
板



に
鳴

つ
て
、
つ
る
〳

〵
と
辷



つ
て
、
は
ツ
と
思



ふ
袂





の
下



を
、
悚

然

と
胸



を
冷





う
さ
し
て
通
拔






け
た
。
が
、
颯



と
、
翠





に
、
藍



を
襲



ね
、
群

青







を
籠

め
て
、
紫




に

成

つ
て
、
つ
い
、
其

の
掛
行
燈








の
前



を
拔

け
た
。

　
が
、
眞
赤





な
嘴

口







を
明

け
た
。

　
萌
黄
色







の
首



が
す
る
〳
〵
と
伸

び
て
、
車





が
軋



つ
て
、

　
　
　
（
き
り
〳
〵
、
き
り
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
き
い
こ
、
き
つ
こ
、
き
い
こ
。
）
…
…

　
　
　
（
樹

へ
行

こ
、
樹

へ
行

こ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
樹
樵






來

る
な
、
樹
樵






來

る
な
。
き
い
こ
、
き
い
こ
。
）
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と
鳴

い
た
。

　
あ
ゝ
、
あ
の
、
手
遊





び
の
青
首






の
鴨



だ
、
と
見

る
と
、
續



い
て
、
追

ひ
状



に
袖



の
下



を
拔

け
た
の
は
、
緋

に

黄
色





に
、
艶
々






と
し
た
鴛
鴦






で
あ
る
。

　
と
も
に
、
勾
配






に
す
ら
〳
〵
と
、
水



に
流



る
ゝ
、
…
…
廊
下





を
辷



る
。

「
何

處

か
へ
絲



を
引
掛





け
た
。
」

　
廣
袖





へ
着

け
て
女
中






が
、
と
、
は
た
〳
〵
と
袖



を
煽



つ
た
が
、
フ
ト
鳥



に
成

る
や
う
に
思



つ
て
、
暗



が
り
で

悚

然

と
し
た
。

　
第
一






、
身

に
着

い
た
絲



の
、
玩
弄
具









の
鳥



が
、
彳





ん
だ
も
の
を
、
向



う
へ
通
拔






け
る
數



は
な
い
。

　
手

を
緊

め
て
、
差

窺







ふ
、
母
屋





の
、
遠



く
幽





な
や
う
な
帳
場






か
ら
、
明





の
末



が
茫



と
屆



く
。
池



に
面



し
た

大
廣
間







、
中



は
四
五
十
疊



と
思



は
る
ゝ
、
薄
暗






い
障
子






の
數



の
眞
中






あ
た
り
。
合



せ
目

を
細
目





に
開

け
て
、
其

處

に
立

つ
て
、
背
後





に
、
月



の
影



さ
へ
屆



か
ぬ
、
山



又


山


の
谷

々







を
、
蜘

蛛

の
圍

の
如



く
控



へ
た
、
星



に
屆



く
黒



き
洞
穴






の
如



き
大





な
る
暗
闇






を
翼





に
擴



げ
て
、
姿





は
細



き
障
子






の
立
棧






。

　
温
泉





の
煙





に
、
ほ
ん
の
り
と
、
雪



な
す
顏




、

黒
髮






の
髷



。

　
幻




の

裳




に
月
影






さ
す
よ
と
、
爪
先






白


く
立

つ
た
の
が
、
花



の
魂




の

や
う
な
手

を
上

げ
て
、
ち
ら
り
と
招



く
。

　
き
り
〳
〵
と
、
鳥



の
形





は
柱





を
繞



つ
た
。

　
其

の
女





は
　
　

　
　
　
此



に
就

い
て
、
別



に
物

語







が
あ
る
の
で
あ
る
。
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青
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文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：
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.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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